
当ファイルの著作権は㈱薬事日報社またはコンテンツ提供者に帰属します。当ファイル（印刷物含む）の利用は私的利用の範囲内に限られ、それ以
外の無断複製・無断転載・無断引用はご遠慮ください。当ファイル（印刷物含む）を社内資料、営業資料などでご利用される場合はご相談ください。

株式会社薬事日報社　TEL:03-3862-2141　shinbun@yakuji.co.jp　http://www.yakuji.co.jp/ 

（ 24 ）第12719号 2023（令和５）年 3 月17日　金曜日（第三種郵便物認可） 藥　事　日　報

創
薬
科
学
賞
受
賞
研
究

　

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

や
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
が
警
鐘
を

鳴
ら
す
よ
う
に
、
２
０
０
０

年
代
に
入
り
、
強
力
な
抗
菌

活
性
を
持
つ
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム

系
抗
菌
薬
が
有
効
性
を
示
さ

な
い
薬
剤
耐
性
グ
ラ
ム
陰
性

菌
感
染
症
の
報
告
数
が
年
々

増
加
し
、
そ
の
世
界
的
な
拡

大
が
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

　

カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
の
主

要
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
細
菌
外

膜
の
透
過
性
の
低
下
と
カ
ル

バ
ペ
ネ
ム
系
抗
菌
薬
を
も
分

解
す
る
酵
素
（
カ
ル
バ
ペ
ネ

マ
ー
ゼ
）
の
産
生
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
耐
性
要
因
の
克
服

　

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
（
Ａ

Ｄ
）
は
、
皮
膚
の
状
態
悪
化

な
ら
び
に
掻
痒
を
原
因
と
す

る
睡
眠
障
害
が
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
を
招
き
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
低
下
に
つ
な
が
る
慢
性
皮

膚
疾
患
で
あ
る
。
厚
生
労
働

省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
国
内

患
者
数
は
51
万
人
を
超
え
、

１
９
９
０
年
の
22
万
人
か
ら

増
加
の
一
途
を
辿
る
。

　

医
療
費
に
労
働
生
産
性
の

青
木
俊
明
、
山
脇
健
二
、
佐
藤
剛
章
、
山
野
佳
則
（
塩
野
義
製
薬
）、

西
谷
康
宏
（
塩
野
義
製
薬
２
０
１
１
年
退
職
）

塩﨑真、野路悟、小西典子、谷本敦男、仲裕一（日本たばこ産業）

新
規
シ
デ
ロ
フ
ォ
ア
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン

抗
菌
薬
セ
フ
ィ
デ
ロ
コ
ル
の
創
製

ＪＡＫ阻害薬 delgocitinibの創製

が
新
た
な
抗
薬
剤
耐
性
菌
薬

に
求
め
ら
れ
る
。

　

細
菌
は
、
自
身
の
生
存
や

感
染
成
立
に
欠
か
せ
な
い
栄

養
素
で
あ
る
鉄
を
獲
得
す
る

た
め
に
、
カ
テ
コ
ー
ル
基
等

の
鉄
キ
レ
ー
ト
部
位
を
構
造

中
に
有
す
る
シ
デ
ロ
フ
ォ
ア

と
総
称
さ
れ
る
化
合
物
を
産

生
し
、
外
界
に
分
泌
す
る
。

シ
デ
ロ
フ
ォ
ア
は
、
外
部
環

境
中
の
３
価
鉄
と
キ
レ
ー
ト

錯
体
を
形
成
し
た
後
、
能
動

的
な
輸
送
経
路
を
介
し
て
鉄

を
菌
体
内
に
取
り
込
む
こ
と

が
で
き
る
。

　

シ
デ
ロ
フ
ォ
ア
抗
菌
薬
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
鉄
キ
レ
ー

ト
部
位
を
導

入
し
た
抗
菌

薬
を
、
細
菌

の
鉄
輸
送
シ

ス
テ
ム
を
介

し
て
能
動
的

に
取
り
込
ま

せ
、
菌
体
内

の
薬
剤
濃
度

の
上
昇
に
よ

り
効
率
的
に

標
的
菌
を
死

滅
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
ギ
リ

シ
ャ
神
話
に
な
ぞ
ら
え
「
ト

ロ
イ
の
木
馬
」
戦
略
と
も
呼

ば
れ
、
１
９
８
０
年
代
に
世

界
中
の
製
薬
企
業
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
開

発
途
上
で
失
敗
に
終
わ
っ
て

い
る
。

　

私
た
ち
は
、
80
年
代
に
見

出
し
て
い
た
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ

リ
ン
骨
格
を
持
つ
シ
デ
ロ

フ
ォ
ア
抗
菌
薬
Ａ
︲
２
を
起

点
と
し
た
構
造
活
性
相
関
研

究
を
２
０
０
０
年
代
後
半
よ

り
開
始
し
、
カ
ル
バ
ペ
ネ

マ
ー
ゼ
産
生
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム

耐
性
グ
ラ
ム
陰
性
菌
に
対
し

て
良
好
な
抗
菌
活
性
を
有
す

る
セ
フ
ィ
デ
ロ
コ
ル
を
見
出

し
た
。

　

複
数
の
臨
床
試
験
を
経

て
、
本
剤
の
良
好
な
有
効
性

と
安
全
性
・
忍
容
性
が
検
証

さ
れ
、
19
年
か
ら
20
年
に
か

け
て
、
米
国
に
お
い
て
は
グ

ラ
ム
陰
性
菌
に
よ
る
複
雑
尿

路
感
染
症
お
よ
び
院
内
肺

炎
、
欧
州
に
お
い
て
は
治
療

選
択
肢
が
限
ら
れ
た
グ
ラ
ム

陰
性
菌
感
染
症
に
対
す
る
治

療
薬
と
し
て
の
適
応
を
取
得

し
た
。

　

セ
フ
ィ
デ
ロ
コ
ル
は
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
必
須
医
薬
品
モ
デ
ル
・

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
、
さ
ら

に
薬
剤
耐
性
菌
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
い
る
低
中
所
得

国
の
本
剤
へ
の
ア
ク
セ
ス
改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す
る

な
ど
、
治
療
選
択
肢
が
な
い

様
々
な
多
剤
耐
性
グ
ラ
ム
陰

性
菌
感
染
症
の
新
た
な
治
療

法
と
し
て
、
公
衆
衛
生
上
の

課
題
解
決
を
通
じ
た
社
会
貢

献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

損
失
を
加
え
た
関
連
費
は
年

間
約
３
兆
円
と
言
わ
れ
、
経

済
へ
の
打
撃
は
極
め
て
深
刻

で
あ
る
。
治
療
オ
プ
シ
ョ
ン

に
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬

を
は
じ
め
効
果
的
な
薬
剤
が

存
在
す
る
一
方
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に

長
期
投
与
に
懸
念
が
あ
る
な

ど
、
新
規
薬
剤
に
対
す
る
ア

ン
メ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

　

最
新
の
研
究
結
果
か
ら
、

免
疫
系
異
常
、
皮

膚
バ
リ
ア
機
能
異
常
、
搔
痒

の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
が
Ａ
Ｄ
の

症
状
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
、
こ
れ
ら
３
者

全
て
に
効
果
を
示
す
薬
剤
の

登
場
が
待
ち
望
ま
れ
て
き
た
。

　

今
回
、
受
賞
の
対
象
と

な
っ
たdelgocitinib

軟
膏

（
コ
レ
ク
チ
ム
）
は
、
ヤ
ヌ

ス
キ
ナ
ー
ゼ（
Ｊ
Ａ
Ｋ
）フ
ァ

ミ
リ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｋ
１
、
Ｊ
Ａ

Ｋ
２
、
Ｊ
Ａ
Ｋ
３
、
Ｔ
Ｙ
Ｋ

２
）
の
阻
害
を
通
じ
、
免
疫

系
を
活
性
化
さ
せ
る
Ｔ
ｈ
２

サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
は
じ
め
、

皮
膚
フ
ィ
ラ
グ
リ
ン
量
を
低

下
さ
せ
る
Ｉ
Ｌ
︲
４
、
か
ゆ

み
物
質
で
あ
る
Ｉ
Ｌ
︲
31
産

生
を
も
抑
え
る
た
め
、
免
疫

系
異
常
、
皮
膚
バ
リ
ア
機
能

異
常
、
搔
痒
全
て
を
改
善
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

delgocitinib

は
、
分
子
量

わ
ず
か
３
１
０
と
極
め
て
コ

ン
パ
ク
ト
に
も
関
わ
ら
ず
、

Ｊ
Ａ
Ｋ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
対
し

10-⁹
オ
ー
ダ
ー
か
ら
阻
害
活
性

を
示
す
。

　

通
常
、
分
子
量
が
小
さ
い

化
合
物
は
選
択
性
獲
得
が
困

難
な
傾
向
に
あ
る
が
、
本
化

合
物
は
非
Ｊ
Ａ
Ｋ
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
あ
る
典
型
的
な
キ

ナ
ー
ゼ
49
種
に
対
し
て
１
µM

で
も
作
用
し
な
い
と
い
う

優
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｋ
選
択
性
を

示
す
。

　

ス
タ
ー
ト
当
初
よ
り
、
低

分
子
量
、
三
次
元
性
の
高
さ

に
象
徴
さ
れ
る
“
ド
ラ
ッ
グ

ラ
イ
ク
ネ
ス
”
を
志
向
し
て

研
究
を
行
い
、
２
０
２
０
年

６
月
にdelgocitinib

軟
膏
は

外
用
Ｊ
Ａ
Ｋ
阻
害
薬
と
し
て

世
界
初
、
Ａ
Ｄ
外
用
薬
と

し
て
は
国
内
20
年
ぶ
り
の

新
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

Ａ
Ｄ
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
乳
幼
児
期
に
発
症
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
、
わ
が
子
が
患

部
を
掻
き
む
し
り
な
が
ら
泣

き
叫
ぶ
姿
、
容
姿
を
か
ら
か

わ
れ
て
不
登
校
に
な
る
場

面
を
想
像
す
る
と
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

不
幸
に
苦
し
む
全
て
の
人
々

に
、
本
薬
剤
が
福
音
を
も
た

ら
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

い
る
。


